
様式第３号(第６条第関係)

会議結果報告書

令和５年12月19日

１ 会議日時 令和５年 11月１日

２ 場  所 議員全員協議会室

３ 件  名 部活動の地域移行の推進について

４ 出 席 者 市長、副市長、教育長、各部長級職員、総務課長、財政課

長、政策推進課長、学校教育課長、政策推進課関係職員

５ 会議結果 □ 案のとおり決定する

□ 一部修正の上、決定する

□ 継続して検討する

□ 案を否決する

■ 報告を了承する

６ 会議内容 ●国のモデル部活動による実証事業は、全額補助ではなく一

部を市が負担する。

●モデル部活動による実証事業期間終了後の財源について

は、今後の動向を見ながら検討する。

●部活動の強制加入については、保護者アンケートなどの結

果も考慮のうえ今後検討する。

備考：会議内容を簡潔に記載すること



 

様式第２号(第４条関係) 

重要計画付議(報告)書 

令和５年10月12日 

 

部課名(教育部学校教育課) 

 

１ 件名 部活動の地域移行の推進について 

２ 計画の概要 休日の部活動の地域移行について、令和７年度において可能

な範囲の部活動で地域移行ができるように準備を進める。 

 

① 令和６年度の方針について 

・モデル部活動による実証事業を行う。 

② 令和６年度実証事業対象部活動について 

・実証事業を通しての検討事項 

③ 今後のスケジュール 

・第３回推進協議会において市推進計画を提案する。 

・モデル部活動による検証事業を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 関係法令等 なし 

４ 関係課 まちづくり推進課 

５ その他 なし 

備考：計画書を付議又は報告する場合に使用 

 



１ 令和６年度西予市の方針について
・ 令和６年度は、モデル部活動による実証事業を行う。
・ 実証事業では、国の実証モデル事業等に応募し、委託を受けて活動を行
う。
・ 各中学校長や関係団体からヒアリングを行い、準備委員会で協議した結
果、以下の３つの部活動を協議会に提案し、承認を得る。

・ 休日の部活動を地域の指導者（受け入れ団体）に委託する。
・ 他中学校、他部活動の生徒についても、モデル部活動については、休日
の地域クラブの受け入れを可能（各中学校への周知が必要）とする予定。

①相撲部【野村中学校】 ②剣道部【宇和中学校】
③筝曲部【野村中学校】



２ 令和６年度実証事業対象部活動について
・ 指導者への謝金について（案）
① 対象指導者は最大２人までとする。（３人以上の場合は、指導者内で検討してもらう）
② 指導日数は現在の中学校部活動の体制に合わせて、土日のどちらか１日とする。
③ 県が基本としている１時間1,600円の指導費
【参考】必要経費1,600円×３時間×２人×月４回×12か月×３部活動＝1,382,400円
④ 受け入れ団体からの指導実績の提出後に支出
⑤ 教員が地域クラブ活動の指導者として休日に指導した場合は、県費は申請しない。

・ 令和６年度の実証事業を通して、以下のものを検討する。
① 指導者に係る費用について（指導回数、謝金対象者など）
② 令和７年度以降の受益者負担額について
③ 地域クラブの運営について
④ 活動場所および道具の管理について
⑤ 西予市部活動推進計画の修正について
⑥ 令和７年度以降の地域移行について（地域移行に向けた課題について）



３ 今後の予定
令和５年度

9月 10月 11月 12月 1月

・第２回協議会
・県推進計画策定

・予算措置作成
・モデル部活動関係
者説明会

・市推進計画（案）
完成
・市内校長会での説
明会
・第13回準備委員会

・第14回準備委員会
・第３回協議会（市
推進計画協議）

・保護者説明会（中
学校説明会）

令和５年度 令和６年度

2月 3月 4月 5月 6月

・実証事業補助事業
希望提出
（運動部・文化部）

・第４回協議会（最
終報告）
・モデル部活動地域
指導者研修会

・モデル部活動指導
者研修会

・市総合体育大会 ・地域移行推進委員
会（案）開催
・モデル部活動の休
日の地域移行開始

・地域指導者や受け入れ団体の確保 ・市内地域クラブ一覧作成 ・地域クラブ登録体制構築

・地域指導者や受け入れ団体の確保 ・市内地域クラブ一覧作成 ・地域クラブ登録体制構築
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